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小さなお子さんの登場をお待ちしています。
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8,128人男性 8,627人女性

●世帯数 6,508世帯（＋4）
●人口 16,755人（－22）

11月末現在 （　）内は前月比・11月届出分
人口のうごき

出生
死亡

6人
21人

転入
転出

14人
21人

産業振興課 商工観光係　５２－１１１６問

町観光協会では、上郡駅前を鮮やかに彩る駅前イルミ
ネーションを今年も実施します。町の玄関口で約２万
球の電球が年末年始の帰省客などを出迎えます。いつ
もとは違う、幻想的な光に包まれた駅前をお楽しみく
ださい。

お
な
ま
え

釜
島

皓
清
く
ん
（
３
歳
）

た
け  

き
よ

こ
う  

せ
い

雄
清
く
ん
（
１
歳
）

■点灯期間　12月15日（土）～1月4日（金）

■点灯時間　18時～21時30分

■場　　所　上郡駅前
オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

December
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主な内容
P2
町の財政事情レポート
P13
年末年始のゴミ収集
P18
インフォメーション＆ニュース

浪漫街道夢フェスタでのよさこい踊り

（関連記事11㌻）

ココロ
オドル
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平成２4年度上半期 町の財政事情レポート

平
成
24
年
度
上
半
期

町
の
財
政
事
情

　
　レ
ポ
ー
ト

財政くんの

※その他とは、地方譲与税、地方消費税交付金、繰入金、繰越金などです。
※各数値は表示単位未満で四捨五入しており、合計において一致しない場合があります。

：歳出予算現在額　　　　：支出済額（%は執行率） ：収入済額（%は収入率）　　　　：歳入予算現在額

20億2,662万円地方交付税 13億3,189万円
（65.7%）

町  債 0円0円 9億1,235万円

消防費

公債費

2億4,403万円
（43%）衛生費 5億6,791万円

歳出予算現在額
支出済額

75億3,968万円
25億7,284万円

6,231万円
（31.4%）農林水産業費 1億9,818万円

3,385万円
（55.2%）商工費 6,132万円

土木費 1億109万円
（14.9%）6億8,006万円

2億2,841万円
（69%）3億3,085万円

3億6,608万円
（32%）教育費 11億4,423万円

災害復旧費 773万円
（48.4%）1,598万円

予備費 0円853万円

4億2,194万円
（41.2%）10億2,462万円

1億810万円
（8.8%）諸支出金 12億2,561万円

民生費 12億9,500万円12億9,500万円

6,051万円
（53.5%）

3億9,292万円
（44.9%）8億7,427万円総務費

議会費 1億1,311万円

5億4,586万円
（42.2%）

歳入予算現在額
収入済額

75億3,968万円
32億4,857万円

歳 出 町が使うお金 歳 入 町に入るお金一般   会計一般   会計
町  税 24億719万円12億6,529万円

（52.6%）

分担金および負担金 7,065万円2,702万円
（38.2%）
2,702万円
（38.2%）

使用料および手数料 1億5,313万円7,864万円
（51.3%）
7,864万円
（51.3%）

国庫支出金 4億3,474万円1億5,820万円
（36.3%）
1億5,820万円
（36.3%）

県支出金 3億5,859万円4,023万円
（11.2%）
4,023万円
（11.2%）

諸収入 4,745万円
（30.8%）
4,745万円
（30.8%） 1億5,390万円

その他 10億2,252万円2億9,984万円
（29.3%）
2億9,984万円
（29.3%）

会　　計　　名 予算現在額
（A）

収入済額
（B）

収入率
（B／A）

執行済額
（C）

執行率
（C／A）

一般会計 75億3,968万円 32億4,857万円 43.0% 25億7,284万円 34.1%
特別会計 53億7,731万円

国民健康保険事業（事業勘定） 19億787万円 6億7,755万円 35.5% 9億3,335万円 48.9%
国民健康保険事業（直診勘定） 434万円 29万円 6.7% 153万円 35.1%

後期高齢者医療事業 2億3,059万円 7,636万円 33.1% 7,439万円 32.2%
介護保険事業 15億4,257万円 5億6,822万円 36.8% 6億7,464万円 43.7%
簡易水道事業 1億5,401万円 1,678万円 10.8% 1,136万円 7.3%

農業集落排水事業 5億9,470万円 3億98万円 50.6% 1億5,130万円 25.4%
公共下水道事業 8億4,772万円 7,960万円 9.3% 3億1,340万円 36.9%
公営墓園事業 2,727万円 85万円 3.1% 24万円 0.8%

ケーブルテレビ管理運営事業 6,823万円 3,809万円 55.8% 1,202万円 17.6%

歳入予算現在額 収入済額 歳出予算現在額 執行済額
水道事業（収益的収入および支出） 3億9,269万円 2億831万円 3億9,269万円 7,418万円
水道事業（資本的収入および支出） 6億774万円 2億8,863万円 11億5,483万円 1億1,306万円

⃝	予算の執行状況

　

平
成
24
年
度
上
半
期（
平
成
24
年
４
月
～
９
月
）町
の
財
政
事
情
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
で
は
73
億
５
，
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
な
ど
を
加
え
た
一
般
会
計
予
算
現

在
額
は
75
億
３
，
９
６
８
万
円
に
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
で
は
予
算
額
75
億
３
，

９
６
８
万
円
に
対
し
、
歳
出
で
は
25
億
７
，
２
８
４
万
円
が
執
行
済
で
執
行
率
は

34
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
32
億
４
，
８
５
７
万
円
が
収
入
済
で
、
収

入
率
は
43
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。	

※各数値は表示単位未満で四捨五入しており、合計において一致しない場合があります。
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収入済額

75億3,968万円
32億4,857万円

歳 出 町が使うお金 歳 入 町に入るお金一般   会計一般   会計
町  税 24億719万円12億6,529万円

（52.6%）

分担金および負担金 7,065万円2,702万円
（38.2%）
2,702万円
（38.2%）

使用料および手数料 1億5,313万円7,864万円
（51.3%）
7,864万円
（51.3%）

国庫支出金 4億3,474万円1億5,820万円
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1億5,820万円
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県支出金 3億5,859万円4,023万円
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4,023万円
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4,745万円
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※一般会計分のみ

※各数値は表示単位未満で四捨五入して
おり、合計において一致しない場合が
あります。

土　　　　地 1,220,332㎡

建
　
　
　
物

区       分 木   造 非 木 造
そ
　
の
　
他

大 型 乗 用 車 3台
学 校 、 幼 稚 園 625㎡ 21,437㎡ 消 防 自 動 車 17台
住 宅 4,656㎡ 11,402㎡ 普 通 自 動 車 24台
保 育 所 395㎡ 377㎡ 軽 自 動 車 24台
そ の 他 1,642㎡ 37,746㎡ そ の 他 7台

計 7,318㎡ 70,963㎡ 計 75台

出資金、出捐金など 3億4,411万円

基金の状況

土地開発基金 現金 417万円
土地 1,709㎡

財政調整基金 6億3,444万円
智頭鉄道建設基金ほか 2億952万円

一時借入金の現在高 0円

会　計　名 未 償 還 元 金
一般会計 101億1,751万円

国保（直診勘定）事業特別会計 3,318万円
簡易水道事業特別会計 1億9,805万円

農業集落排水事業特別会計 31億2,986万円
公共下水道事業特別会計 82億6,849万円

墓地公園整備事業特別会計 1億6,799万円
水道事業会計 9億6,208万円

計 228億7,717万円

⃝	財産に関する調べ

⃝	公債状況

問企画財政課 財政係
　 ５２︲１１１２

用語説明
■議会費…議会運営のための経費
　に使うお金
■総務費…役場の管理運営などに
　使うお金
■民生費…社会福祉や生活扶助な
　どに使うお金
■衛生費…ごみの収集や保健衛生、
　し尿処理などに使うお金
■農林水産業費…農林業の振興を
　はかるための支援や生産基盤整
　備などに使うお金
■商工費…商業や工業、観光の振
　興などに使うお金
■土木費…道路や公園、町営住宅
　などの建設や管理などに使うお
　金
■消防費…消火や救急活動、水害
　対策などに使うお金
■教育費…幼稚園、小・中学校に
　かかる経費や文化・スポーツの
　充実などに使うお金
■災害復旧費…被災前の原形に施
　設を復旧するために使うお金
■公債費…町の借入金の返済（元
　金・利子）に使うお金
■諸支出金…町が積立金などに使
　うお金
■基金…町が積み立てていて、条
　例で定められた目的にのみ使う
　ことができるお金
■一時借入金…町が一時的に借り
　ていて、必ずその年度内に返済
　する必要があるお金
■町債…建設事業などで多額のお
　金が必要な場合に、町が国や銀
　行から借りて、返していくお金

3 December 2012



国保
かんたん
ガイド

「国保って複雑で難しい…」 
そんな皆さんのお悩みをＱ＆Ａ方式で解決！
国民健康保険（国保）について、
かんたんにご説明します。

Ｑ
A

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）と
は
、
病
気

や
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
お
金
を
出

し
合
い
、
医
療
費
な
ど
に
あ
て
る
支
え

合
い
の
制
度
で
す
。
健
康
保
険
の
一
つ

と
し
て
町
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
加
入
を
忘
れ
る
と

　

届
け
出
を
し
た
月
で
は
な
く
、
加
入

す
る
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
届
け
出
る
ま
で
保
険
証
が
な

い
の
で
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

2
脱
退
は
手
続
き
が
必
要

　

国
保
を
や
め
る
と
き
は
、
脱
退
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
ず
保
険
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
国
保
税
が
い
つ
ま
で
も

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
う

っ
か
り
国
保
の
保
険
証
を
使
い
医
療

を
受
け
る
と
、
後
で
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
　

会
社
を
や
め
ま
し
た
。
１
ヵ
月
後

　
　
に
再
就
職
す
る
の
で
、
国
保
に
入

ら
な
く
て
い
い
で
す
か
？

　
　

国
保
は
強
制
加
入
の
制
度
で
す
。

　
　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

け
れ
ば
、
例
え
わ
ず
か
の
期
間
で
も
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
な
ど

に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
支

え
合
い
の
制
度
で
あ
る
国
保
の
基
礎
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

1
保
険
税
の
金
額

　

保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
人
数
、
年
齢
、
前
年
の
所
得

な
ど
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

2
保
険
税
は
世
帯
主
が
納
め
ま
す

　

保
険
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯
主
に

あ
り
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
納
税
通
知
書
な
ど
は

世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

3
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
保
険
証
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
険
証
が
な
い
と
、

病
院
で
い
っ
た
ん
全
額
を
自
己
負
担
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

災
害
や
失
業
な
ど
で
保
険
税
の
納
付

が
難
し
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
分

割
納
付
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

今
年
、
退
職
し
て
収
入
が
な
い
の

　
　
に
保
険
税
が
高
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
　

保
険
税
は
前
年
の
所
得
が
基
準
に

　
　

な
り
、
働
い
て
い
た
と
き
の
所
得

で
計
算
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
　

町
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
の
で
す

　
　
が
、
保
険
税
が
前
よ
り
高
く
な
り

ま
し
た
。

　
　

国
保
は
市
町
村
ご
と
の
運
営
で
す

　
　

の
で
、
保
険
税
の
税
率
な
ど
も
市

町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　
　

私
は
79
歳
で
、
後
期
高
齢
者
保
険

　
　
の
保
険
料
を
払
っ
て
い
ま
す
。
先

日
、
私
の
名
前
で
国
保
の
請
求
書
が
届

き
ま
し
た
が
、
２
重
払
い
で
は
な
い
で

す
か
？

　
　

あ
な
た
が
世
帯
主
で
、
ご
家
族
に

　
　

国
保
の
加
入
者
は
い
ま
せ
ん
か
？

国
保
税
の
納
税
義
務
者（
請
求
先
）は
世

帯
主
に
な
り
ま
す
。

国
保
っ
て
？

国
保
の
税
金
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国保
かんたん
ガイド

「国保って複雑で難しい…」 
そんな皆さんのお悩みをＱ＆Ａ方式で解決！
国民健康保険（国保）について、
かんたんにご説明します。

Ｑ
A

　
国
保
に
入
る
と
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

1
病
院
窓
口
で
の
負
担
軽
減

　

保
険
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
医
療

費
の
支
払
い
が
次
の
割
合
に
な
り
ま
す
。

●
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で【
２
割
】

●
小
学
校
入
学
後
〜
70
歳
未
満【
３
割
】

●
70
歳
以
上
〜
75
歳
未
満【
１
割
ま
た

　
は
３
割
】

　
　
子
ど
も
や
老
人
の
負
担
額
は
も
っ
と

　
　
安
く
な
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
…

　
　

国
保
の
制
度
で
は
1
の
負
担
割
合
に

　
　

な
り
ま
す
が
、
別
の
制
度（
福
祉
医

療
費
助
成
制
度
な
ど
）で
、窓
口
負
担
が

抑
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
１
ヵ
月
の
医
療
費
が
高
額
な
場
合

　

同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
１

ヵ
月
の
限
度
額
を
超
え
た
と
き
、
保
険

課
に
申
請
す
れ
ば
、
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

対
象
外
の
費
用
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　

入
院
の
と
き
の
個
室
代
や
食
事
代
、

　
　

診
断
書
な
ど
保
険
適
用
外
の
費
用

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

去
年
の
医
療
費
が
10
万
円
を
超
え

　
　
ま
し
た
。
払
い
戻
さ
れ
ま
す
か
？

　
　

高
額
療
養
費
は
１
ヵ
月
ご
と
の

　
　

計
算
に
な
り
ま
す
。
『
１
年
間
で

10
万
円
以
上
』
と
い
う
の
は
所
得
税
や

住
民
税
の
「
医
療
費
控
除
」
の
場
合
で

す
。
詳
し
く
は
税
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

3
窓
口
負
担
額
軽
減

（
限
度
額
適
用
認
定
証
）

　

本
来
は
高
額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら

お
返
し
す
る
金
額
を
、
病
院
の
窓
口
で

前
も
っ
て
差
し
引
く
こ
と
で
窓
口
負
担

額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。
入
院
時
、
ま
た
は
高
額
な
医

療
を
受
け
る
前
に
、
保
険
課
で
申
請
し

認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
利

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

4
介
護
保
険
と
国
保
の
両
方
を
使
う
と

　

介
護
保
険
と
国
保
の
１
年
間
の
自
己

負
担
が
高
額
に
な
り
、
年
間
の
限
度
額
を

超
え
た
と
き
、
申
請
す
れ
ば
超
え
た
分
が

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

5
全
額
負
担
し
て
も
後
で
払
い
戻
し

　

次
の
よ
う
な
場
合
、
費
用
全
額
を

自
己
負
担
し
て
も
、
保
険
課
に
申
請

し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
後
で
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

●
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代（
※
）

●
ハ
リ
・
灸
な
ど
の
施
術（
※
）

●
保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き

●
海
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き　
な
ど

（
※
は
医
師
が
認
め
た
場
合
）

6
葬
儀
・
出
産
の
費
用
を
支
給

　

国
保
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

葬
祭
費
５
万
円
が
喪
主
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、

出
産
育
児
一
時
金
42
万
円（
ま
た
は

39
万
円
）が
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
12
週（
85
日
）以
降
で
あ
れ
ば
、

死
産
・
流
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

出
産
費
用
を
用
意
で
き
ま
せ
ん
。
一

　
　
時
金
を
先
に
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

　
　

出
産
育
児
一
時
金
は
原
則
と
し
て

　
　

保
険
課
か
ら
病
院
へ
直
接
支
払
い

ま
す
の
で
、
出
産
費
用
の
全
額
を
用
意

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
直
接
支
払
い
が
利
用
で
き
な
い
病
院

　

も
あ
り
ま
す
。

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給サ

ー
ビ
ス付

▼届け出が必要なとき
国保に加入するとき 届け出に必要なもの（下記と印かん）
他の市区町村から転入してきたとき（前住所地で国保に入っていた方） 住民課への転入届

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、年金証書（年金受給者）

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者をはずれた証明書、年金証書（年金受給者）

国保に加入する子どもが生まれたとき 住民課への出生届

国保をやめるとき 届け出に必要なもの（下記と印かん）
他の市区町村に転出するとき 国保の保険証

職場の健康保険に入ったとき 国保と職場の健康保険の保険証（両方）

職場の健康保険の被扶養者になったとき 国保と職場の健康保険の保険証（両方）

国保の被保険者が死亡したとき 国保の保険証、会葬御礼はがきなど喪主が確認できるもの、
喪主の通帳・印鑑

こんなときは
届け出を！
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医
療
費
を
大
切
に
！

7
特
定
の
病
気
は
医
療
費
を
減
額

　

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
次
の
特

定
疾
病
患
者
は
、
保
険
課
に
申
請
す
れ

ば
１
ヵ
月
の
自
己
負
担
額
が
１
医
療
機

関
１
万
円
ま
た
は
２
万
円
に
な
り
ま
す
。

●
人
工
腎
臓
実
施
の
慢
性
腎
不
全

●
血
友
病

●
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後

　
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

8
国
保
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
も
の

●
健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ
ク

●
予
防
注
射　

●
妊
婦
健
診

●
美
容
整
形
の
歯
列
矯
正　
　

●
仕
事
上
の
病
気
や
け
が（
労
災
保
険

　

の
対
象
）　　
　
　
　
　
　
　

な
ど

9
国
保
サ
ー
ビ
ス
の
制
限

　

次
の
場
合
は
国
保
の
サ
ー
ビ
ス
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
故
意
の
犯
罪
行
為
や
事
故

●
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
病
気
や
ケ
ガ

●
医
師
・
国
保
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き

�
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
、
原
則
と

し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　

国
保
で
病
院
に
か
か
る
場
合
は
、
必

ず
保
険
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
国

保
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
示
談
の
前

に
、
必
ず
保
険
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
に
は
「
一
般
保
険
証
」
と
「
退

職
者
医
療
」
の
保
険
証
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保

に
加
入
し
た
人
の
う
ち
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人
は
「
退
職
者
医
療
」
の
保

険
証
に
な
り
ま
す
。

1
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

人
と
そ
の
扶
養
家
族

●
65
歳
未
満
の
人

●
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

●
そ
の
年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、

　
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る

　
人

　
　
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ

　
　
た
ら
、
何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

退
職
者
医
療
制
度

　
　

国
保
の
保
険
証
に
「

」
の
マ
ー

　
　

ク
が
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
税

の
金
額
や
病
院
の
窓
口
負
担
な
ど
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
対
象
に
な
っ
た
ら
必
ず
届
け
出
を
！

　

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た

人
の
医
療
費
は
、
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
が
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
っ
た
後
も
届
け
出
を
し
な

い
ま
ま
だ
と
、
本
来
は
国
保
が
負
担
し

な
く
て
も
よ
い
医
療
費
ま
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
保
険
税
の
増

額
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
な
ぜ
、
一
般
の
国
保
と
分
け
る
必

　
　
要
が
あ
る
の
？

　
　

会
社
の
健
康
保
険
加
入
者
は
、
若

　
　

く
元
気
な
う
ち
に
加
入
す
る
た
め

医
療
を
あ
ま
り
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
国
保
加
入
者
の
多
く
は
、
会

社
を
退
職
し
た
中
高
年
で
あ
る
た
め
、

医
療
の
必
要
性
が
高
く
な
り
、
国
保
の

支
出
も
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
長
年
働
い
た
後
に
国
保
に

加
入
し
た
人
の
医
療
は
、
会
社
の
保
険
で

費
用
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
健
康
保
険
同

士
の
医
療
費
負
担
の
差
を
少
な
く
す
る
の

が
狙
い
で
す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
医
療
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で
見
直
し
が
行

わ
れ
、
本
当
に
医
療
を
必
要
と
す
る

人
が
安
心
し
て
病
院
に
行
け
な
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
医
療
費
の
大
部
分

が
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費
が
増
え

る
と
保
険
税
の
増
額
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
正
し
い
医
療
の
受
け
方
を
も
う
一

度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
緊
急
で
は
な
い
場
合
の
休
日
・
夜
間

　
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

□
休
日
・
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
は
、

　
小
児
救
急
電
話
相
談（
♯
８
０
０
０
）を

　
利
用
し
ま
し
ょ
う

□
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か

　
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

□
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
医
師
・
薬
剤

　
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

□
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し

　
ょ
う

チ
ェ
ッ
ク
！

問
保
険
課 

国
保
年
金
係　
　
　
　
　

５
２
・
１
１
５
２
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Information

外出前には
・短時間の外出でも戸締りをする
・外出する際は、近所の方に声をかけるなど、地域ぐるみで防

犯に心がける
・火の元の確認を行う
飲酒運転追放「三ない運動」
・酒を飲んだら車を運転しない
・運転するときは酒を飲まない
・運転する人には酒を飲ませない

1月～10月末までの町内人身交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死　者 傷　者 物損事故
上郡橋 8 0 10 39
上郡駅前 20 0 23 116
中　野 13 0 18 62
梨ヶ原 2 0 3 22
八　保 2 0 2 17
赤　松 5 0 6 23
野　桑 2 0 2 19

播磨科学公園都市 2 0 2 26
合　計 54 0 66 324

　日本年金機構では、国民年金保険料の納付案内を民
間委託しており、 10月から事業者が下記のとおり変更
となっています。
■事業者名　アイ・シー・アール　バックスグループ

シー・ヴィー・シー共同企業体　
■所在地　　愛知県名古屋市東区葵３丁目21︲27
■電話番号　株式会社アイ・シー・アール
　熊本業務センター 096-221-2800
　（水・木曜日を除く11時～20時）
　
　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険料納
付の確認ができない期間がある場合、上記の事業者か
ら電話・文書・戸別訪問などにより納付や免除等申請
手続きのご案内をさせていただく場合があります。

問姫路年金事務所 079-224-6382

年末年始における
犯罪および事故の防止

年金保険料の納付案内を行う
事業者が変わりました22-0110

こうへいくん
兵庫県警シンボルマスコット

　

年
金
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
月
額
4
0
0
円
）を
足
し
て
納
付
す
る
と
、

将
来
受
給
で
き
る
年
金
額
が
増
え
る
「
付

加
年
金
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
付

加
年
金
の
額
は
【
2
0
0
円
×
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
】
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方

①
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

②
任
意
加
入
中
の
方

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
や
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
留
意
点

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
は
翌

月
末
日
で
す
。
な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
時
点
で

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
納
付

を
継
続
し
た
い
場
合
は
、
改
め
て
申
し
込

ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
姫
路
年
金
事
務
所
ま
た
は
保
険
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
も
の
②
認
印

問
姫
路
年
金
事
務
所

０
７
９・２
２
４・６
３
８
５（
代
表
）

　
保
険
課 

国
保
年
金
係

５
２・１
１
５
２

例えば、30歳～35歳までの５年間、
付加保険料を納付した場合の総付加保険料額は

 400円×60ヵ月（５年）=24,000円 です。
これに対し、老齢年金とあわせて、
支給される付加年金の年額は

  200円×60ヵ月（５年）=12,000円 となります。
年間12,000円ずつ支給され続けるので、年金を２年間受
給すると納付した５年分の付加保険料と同額になり、
元が取れる制度です。

年
金
を
ち
ょっ
と
増
や
せ
る

制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

年金の
ハナシ
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問
保
険
課 

国
保
年
金
係
・
介
護
保
険
係

５
2
・
1
1
5
2

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
保
険
お
よ
び
介

護
保
険
の
両
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
合
算
し
た
自
己
負
担
額（
年
間
）が
、

定
め
ら
れ
た
年
間
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
過
分
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す（
※
１
）。

　

申
請
す
る
と
、
医
療
保
険
か
ら
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
が
、
介
護

保
険
か
ら
「
高
額
医
療
合
算
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
」
が
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
ま
す（
※
２
）。

※
１　

高
額
療
養
費
と
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
差
し
引
い
て
合
算
し
ま

す
。

※
２　

基
準
日（
平
成
24
年
７
月
31
日
）時
点
で
加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ

っ
て
申
請
窓
口
、
方
法
が
違
い
ま
す
。

後期高齢者
医療保険
＋

介護保険

現役並み所得者
（上位所得者）

一 般

67万円

56万円

31万円

19万円

67万円

56万円

126万円

67万円

34万円

31万円

19万円

低
所
得
者

Ⅱ

Ⅰ

被用者保険
または

国民健康保険
＋

介護保険

被用者保険
または

国民健康保険
＋

介護保険
70～ 74歳の
方がいる世帯（ ） 70 歳未満の

方がいる世帯（ ）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

１年間の自己負担限度額

※１年間とは８月～翌年７月の合計をいいます。

●
上
郡
町
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
場
合

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
の

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
医
療
保
険
の
場
合

　

申
請
先
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
申
請
に
は
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
い
く
ら
負
担
し
た
か

と
い
う
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。

　基準日時点で加入している医療保険
の世帯単位で、期間中に医療と介護の
両方を負担した場合に合算します。入
院・入所の際の食事代や部屋代・差額
ベッド代などは対象になりません。
　また、医療か介護、一方の負担がな
い場合は該当しません。

合算の範囲

祝

矢田正さん（宇治山）大正元年11月５日生まれ

このほど、上郡駅前広場の西側に「福祉都市宣言」を
掲げた看板を設置しました。これからも福祉のまち上
郡を町内外にアピールしていきます。

問健康福祉課 福祉係 ５２‒１１１４

福祉のまち上郡
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一
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん（
82
）は
、
も
の

忘
れ
が
目
立
ち
始
め
習
い
事
も「
み
ん
な

に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
」と
や
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
料
理
を
す
る
に
も
時
間

が
か
か
り
、
商
店
で
惣
菜
を
買
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。A
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
心
配

し
、
ラ
ン
チ
や
買
い
物
に
誘
い
ま
す
が
口

数
も
少
な
く
外
出
し
た
が
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
娘
さ
ん
は
、
近
所
の
Ｂ
さ
ん
に
Ａ
さ

ん
の
様
子
を
伝
え
、
サ
ロ
ン
や
老
人
会
の

集
ま
り
に
誘
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頼
ん

で
み
ま
し
た
。

　
Ｂ
さ
ん
は
A
さ
ん
と
同
じ
習
い
事
を
し

て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
Ａ
さ
ん
の
こ
と
を
心

配
し
て
い
た
の
で
声
を
か
け
て
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
人
は
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
し
か
Ａ
さ

ん
の
楽
し
み
と
な
り
、
数
ヵ
月
後
に
は
サ

ロ
ン
や
老
人
会
に
も
参
加
す
る
意
欲
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
病
院
で
初
期
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診
断
を
受
け
ま
し
た

が
、
周
り
の
協
力
の
お
か
げ
で
笑
顔
を
取

り
戻
し
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
上
郡
町
消
費
者
協
会
で
は
、
悪
徳
商
法

や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
か
ら
町
民
を
守
る

た
め
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
質
問
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む
危
険

　

10
月
5
日
、
上
郡
中
学
校
で「
次
世
代

に
つ
な
ぐ
暮
ら
し
力
ア
ッ
プ
事
業
」の
一

環
で
、
兵
庫
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
篠
原
嘉
一
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
中
高

生
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
ネ
ッ
ト
詐
欺
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
潜
む
危
険
な
ど
に
つ

い
て
、
仕
組
み
や
被
害
防
止
法
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

 

く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

　
10
月
15
日
、
16
日
の
2
日
間
、「
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
」が
上
郡
ピ
ュ

ア
ラ
ン
ド
山
の
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で「
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」５

人
が
、
屋
根
工
事
を
装
っ
た
詐
欺
を
題
材

に
し
た
寸
劇
を
行
い
ま
し
た
。「
く
ら
し
の

ク
リ
エ
ー
タ
ー
」と
は
地
域
の
消
費
生
活

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
啓
発
活
動
な
ど
を
行

う
た
め
、
県
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
方
た
ち

　
娘
さ
ん
は
、「
迷
惑
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
た
が
、
思
い
切
っ
て
お
願
い
し
て

よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
も
の

忘
れ
な
ど
で
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

 
も
の
忘
れ
相
談

　

日
時　　
１
月
11
日（
金
）13
時
30
分
〜

　

場
所　　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
医　
魚
橋
病
院　
三
木
昇
司
医
師

　

対
象　
も
の
忘
れ
が
心
配
な
方
・
認
知
症

の
症
状
で
お
困
り
の
方

※
12
月
27
日（
木
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

 

介
護
者
の
つ
ど
い

　

日
時　　
１
月
24
日（
木
）

　
　
　　　

13
時
～
15
時
30
分

　

内
容　
西
播
磨
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
福
祉
用
具
研
修

　

対
象　
要
支
援
２
以
上
の
方
を
在
宅
で
介

護
さ
れ
て
い
る
方

※
１
月
18
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

５
２・１
１
１
４

で
す
。
寸
劇
を
み
た
高
齢
者
は「
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
何
事
も
相
談
し
ま

す
」と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

 

再
生
修
理
会

　
11
月
11
日
、
商
工
ま
つ
り
で
リ
ユ
ー
ス

運
動
の
一
環
と
し
て
、
壊
れ
た
も
の
を
修

理
し
再
利
用
す
る「
再
生
修
理
会
」を
実
施

し
ま
し
た
。
主
に
靴
・
傘
・
刃
物
を
対

象
と
し
、「
愛
着
が
あ
る
の
で
直
し
て
ほ

し
い
」と
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
同
会
場
で
は
、
環
境
の
保
護
を
目
的

に
一
般
家
庭
の
廃
油
回
収
も
行
い
ま
し
た
。

問
上
郡
町
消
費
者
協
会

５
２・１
１
１
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て

消
費
者
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

Information

↑くらしのクリエーターによる寸劇

認知症×
地域の支援

悪徳商法
に注意！
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Information

「地域ぐるみの子育て」について
活発に意見交換

地域の
教育力

受賞者を
紹介

上郡町ＰＴＣＡフォーラムを開催
10月27日、上郡町ＰＴＣＡフォーラムが役場第２庁舎大会議室で開かれ、町内ＰＴＡ会員や学校関係

者、地域ボランティアなど約90人が参加しました。このフォーラムは▽教育に関わる三者（家庭・学
校・地域）が膝をつき合わせて「地域ぐるみの子育て」を語り合う▽様々な立場の人との対話を楽しみ
知り合いを増やす―という目的で実施されました。

今年度は講師に岩木啓子さん（ＦＬＡＰ代表）を迎
え、ワークショップ形式を取り入れて活発な意見交換を
行いました。所属や立場が違う者同士３人１組でグルー
プをつくり、各質問に対する答えを手持ちのフリップ
ボードに記入。そして、その答えをグループで見せ合い
ながら対話し、ときにはその意見を全体に発表しまし
た。

参加者は「それぞれの立場から本音を出し合い、自分
たちが目指すべき教育環境や子どもの姿を共有できた。
このようなワークを私たちの校区や地域でもやってみた
い」と笑顔で話していました。 ↑にぎやかに意見交換する参加者ら

兵
庫
県
自
治
賞

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
賞

　
11
月
８
日
、
南
あ
わ
じ
市
で
第
43
回
兵

庫
県
連
合
自
治
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
で
は
、
自
治
の
精
神
に
基
づ

き
、
長
年
に
わ
た
り
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
自
治
会
長
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は

次
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

兵
庫
県
自
治
賞
表
彰

▽
山
本
剛
▽
大
上
廣

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
賞
表
彰

▽
山
本
剛
▽
山
本
幹
男
▽
塚
本
義
勝
▽
寺

尾
孝
幸

ひ
ょ
う
ご
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞

　
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
た
団
体
と
個
人
を
表
彰
す
る「
ひ
ょ
う

ご
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞
」の
表
彰

式
が
11
月
７
日
、
兵
庫
県
公
館
で
行
わ

れ
、
町
内
の
1
団
体
と
２
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。

■
エ
ン
ゼ
ル
グ
ル
ー
プ（
代
表
・
渡
邉
は

ま
子
さ
ん
）

　
平
成
７
年
か
ら
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
に
所
属
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
事
、
外
出
時
な

ど
に
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

■
岡
澤
邦
雄
さ
ん

　

県
知
事
認
定
の「
森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」と
し
て
、
町
内
の
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体「
森
の
わ
く
わ
く
倶
楽
部
」に

携
わ
り
、
町
内
の
巨
木
を
調
査
し
紹
介
す

る
な
ど
、
森
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

■
杉
本
美
穗
子
さ
ん

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会
長
と
し
て

尽
力
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
子
育
て
支

援
室
の
立
ち
上
げ
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に「
ぼ
た
ん
の
会
」や「
つ
ば
き
の
会
」

で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑左からエンゼル（渡邉さん）、岡澤さん、杉本さん
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円心くんの

まちの話題

11月18日、上郡地区の市町・本町通りで「浪漫街道
夢フェスタ2012」が開催されました。歩行者天国となっ
た通りでは、エイサーや獅子舞などのパレードとフリー
マーケットがあり、大勢の来場者でにぎわっていました。
東蔵前広場では、町内と近隣市町の団体が、よさこい

踊りやヒップホップダンスを披露。また、着物姿が似合
う人を選ぶ「街道小町コンテスト」もあり、会場は拍手
と歓声で包まれていました。

３人一組で詩や作文を朗読しパフォーマンスを競う
「第４回声と言葉のボクシング」全国大会が10月27日、
横浜市で開催され、船坂地区高山の見並なおこさんと真
優さん、優花さんの親子チーム「みなみ家」が優勝しま
した。
決勝では「秋」をテーマに、落ち葉で焼き芋をしたこ

とや、庭にある柿の木のことなど上郡の豊かな自然を紹
介。親子の会話のような掛け合いで会場を盛り上げまし
た。なおこさんは「優勝できたのは二人の娘のおかげ」
と喜んでいました。

11月23日、赤松円心ゆかりの地、赤松地区の白旗城跡
周辺で「第19回白旗城まつり」が開催されました。昨年
に引き続き、地元住民が手作りしたよろいを披露する武
将行列が行われ、堂々と会場を練り歩きました。今年は
新たに足軽など約20体を制作。また、備前市と姫路市の
団体も自前のよろいを着て参加し、総勢約60人が集まり
ました。
会場には「エイエイオー」と迫力満点の威勢の良い勝

どきが響いていました。

↓ステージ上での勝どきの様子

↑通りを鮮やかに彩った「街道小町コンテスト」

↓見並なおこさん（右上）、真優さん（左）、優花さん

浪漫街道夢フェスタ2012
気あふれる市町・本町通り活

第４回声と言葉のボクシング
山の「みなみ家」が全国優勝高

第19回白旗城まつり
郡、備前、姫路の武将、集結上

三浦剛介さん（行頭）が、10月29日、皇居で行われた
「新

にい

嘗
なめ

祭
さい

」で兵庫県の代表として、お米を献上しました。
「新嘗祭」は、天皇陛下が新穀を神に供えて天地の恵み
に感謝する行事です。
11月６日、役場で報告会が行われ、工藤町長より三浦

さんに感謝状が贈られました。三浦さんは「稲を植えた
ときは、自然が相手なので無事収穫できるか心配してい
たが、台風の被害もなく良い米が献上できてよかった」
と笑顔で話していました。

↑町の農業振興に貢献している三浦さん（左）

新嘗祭献穀報告会
皇陛下に上郡のお米を献上天
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凍結防止の方法

上下水道課 上水道係 ５２ − ００９７

●夜の冷え込みに注意
　気温がマイナス 4℃以下になると、防寒の不完全な水道
　管は凍ったり管が破裂したりして、思わぬ水道料金がか
　かることがあります。

図のように保温材や布などを水道管
に巻き付けておきましょう！

●凍結注意箇所　①水道管が露出しているところ
　　　　　　　　②風あたりの強いところにある水道管
　　　　　　　　③水道管が北向きのところ

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

税の
ハナシ

寒さから水道管を守ろう

「
申
告
」と
い
え
ば
、
所
得
税
の「
確
定

申
告
」を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
確
定
申
告
も
大

切
で
す
が
、
ほ
か
に
も
申
告
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
が
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
で
す
。

平
成
25
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
上
郡
町
内

に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た

は
法
人

■
申
告
書
提
出
期
限　
１
月
31
日（
木
）

※
期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
混
雑
す
る
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申

告
シ
ス
テ
ム
・エル
タッ
ク
ス（
e
L
T
A
X
）

に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
検
索
ペ
ー
ジ
で「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
資
産

平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
。

①
償
却
済
資
産（
減
価
償
却
が
終
了
し
て

い
て
も
事
業
に
使
用
し
て
い
る
資
産
）

②
簿
外
資
産（
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
資
産
）

③
遊
休
ま
た
は
未
稼
働
の
資
産（
稼
働
を

休
止
し
て
い
る
ま
た
は
完
成
し
て
い

る
が
未
稼
働
の
資
産
）

④
福
利
厚
生
の
用
に
供
す
る
も
の

⑤
改
良
費

⑥
借
用
資
産
で
あ
っ
て
も
契
約
内
容
が

割
賦
販
売
と
同
様
の
も
の

■
事
業
用
の
附
帯
設
備
に
つ
い
て

家
屋
の
所
有
者
以
外
の
人（
テ
ナ
ン
ト

な
ど
）が
そ
の
事
業
の
た
め
に
取
り
付
け

た
附
帯
設
備（
電
気
設
備
、
給
排
水
設
備

な
ど
） 

は
、
家
屋
と
一
体
で
あ
っ
て
も
償

却
資
産
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
附

帯
設
備
を
取
り
付
け
た
方
が
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

業
種
別
の
主
な
償
却
資
産
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

問
税
務
課 

固
定
資
産
税
係５

２・１
１
１
３

業　種 課税対象となる主な償却資産

小売業 看板、ショーウィンドー、植栽、日よけ、音響設備、
レジスター、商品陳列ケース、自動販売機など

農業、
畜産業

ビニールハウス、果樹棚、耕運機、草刈機、田植機、トラ
クター、農耕用薬剤散布車など
※ただし軽自動車税の対象となるものは除く。

飲食店 接待用家具、厨房用品、冷凍・冷蔵庫、カラオケ機器、テ
レビ、自動販売機など

不動産
賃貸業

外灯、フェンス、門、立体駐車場、駐輪場、看板、
受変電設備、集合郵便受け、部屋付けエアコンなど
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Information

　年末のゴミ収集は、12月28日(金)が最終収集日です。
また、クリーンセンター・環境センターへの持ち込み
は、12月29日(土)15時までとなります。なお、年始の
業務は、収集、一般持ち込みとも１月４日(金)から平
常どおり行います。
　年末のし尿の汲み取りは、12月14日（金）までにク
リーン環境（ ５２−３５６３）へ申し込んでください。
12月中の作業となります。年始は、１月７日（月）から
作業を開始します。
問住民課 環境衛生係 ５２ー１１１5

可燃ゴミ 不燃・粗大・資源ゴミ

12月

12月30日

  ～

  1 月3日

日 曜日

27 木
28 金
29 土

4 金
5 土
6 日

1月

一般持ち込み８時30分～15時（ゴミ収集なし）

年末年始休み

通常どおり

休み

一般持ち込みのみ

一般持ち込みのみ

一般持ち込み・全地区収集

一般持ち込み・全地区収集

クリーンセンター（竹万）    ５２－００９６ 環境センター（岩木）    ５２－５０５３
年
末
年
始
の
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー

○年末の可燃ゴミの持ち込みは、混雑が予想
されますので出来るだけ町指定袋に入れ
てクリーンセンターへ搬入してください。

○不燃ゴミや粗大ゴミ・資源ゴミ（雑誌、新聞、 
ダンボール）の持ち込みは、環境センター
へお願いします。

任期満了による農業委員会委員選挙
についてお知らせします。		
			 
■投票日時
　平成25年１月20日（日）
　７時～20時
■告示日
　平成25年１月15日（火）
	
期日前投票
■期間　
　平成25年１月16日（水）～19日（土）
■時間　８時30分～20時
■場所　役場１階101会議室

問上郡町選挙管理委員会
５２－１１１１

年末年始の

ご注意ください！

ゴミ収集

上郡町農業委員会
委員選挙

平成25年４月１日から 「にしはりまクリーンセンター」へ

問住民課 環境衛生係 ５２−１１１４

ゴミ持ち込み分の料金 （構成市町３市２町統一）が決まりました
家庭系、事業系一般廃棄物…10㎏につき100円

■持ち込みできる一般廃棄物の種類
　可燃ゴミ、不燃、粗大、特殊・資源ゴミ（無料）
■注意事項
・持ち込みされる場合、町指定袋・粗大ゴミシールは

不要です。
・料金の支払いは現金のみで、10㎏につき100円の料金

がかかります。
・「特殊ゴミ」は町の収集に出す場合は無料ですが、持

ち込みは有料です。
・「資源ゴミ」の、にしはりまクリーンセンターへ持ち

込みは無料です。
・「埋立てゴミ」は、にしはりまクリーンセンターで受

付けできませんので、上郡町最終処分場（下栗原）へ
持ち込んでください。
■町指定ゴミ収集袋など（一般家庭ゴミ収集分）の料金
　は従来通りです。
　ゴミ処理費用負担とゴミの分別資源化、ゴミ排出量

削減にご理解、ご協力をお願いします。
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Information

ふるさとを応援する
思いをかたちに

　町では「ふるさと納税制度」に基づき、個人・団体からいただいた寄附金を５つ
の使途から指定された事業に活用しています。また5,000円を超える寄附者には、
ふるさと上郡の特産品などをお送りします。

　寄附申込書を企画財政課へ提出してください。その後、指定の金融機関で振込み
できる振込用紙を送付します。なお、役場窓口での現金支払いも可能です。
※申込書は企画財政課、町ホームページから入手できます。

　寄附をしていただいた場合、確定申告時に寄附金受領証明書を提示すれば寄附金
控除を受けることができます（寄附金が2,000円以上の場合）。寄附金受領証明書は
寄附をしていただいた方に送付しますので大切に保管してください。

寄附状況 平成20年７月から募集を始めた「ふるさと応援寄附」は、平成24年10月
末現在で584万6,000円（58件）が寄せられています。

ふるさと応援寄附を募集中

① 歴史遺産の保全と地域資源の活用に関する事業　184万1,000円（368.2口）
② 少子化対策と次世代育成に関する事業　39万3,500円（78.7口）
③ 福祉と健康のまちづくりに関する事業　179万7,500円（359.5口）
④ 情報発信とコミュニティの交流に関する事業　36万円（72口）
⑤ その他、町長が認める事業　145万4,000円（290.8口）

問企画財政課 企画政策係 ５２−１１１２

目的別の
寄附状況
※１口＝5,000円

ふるさと応援寄附

寄附の方法

寄附金控除

議会中継再放送スケジュール

放送チャンネル

放送時間（１日２回）
19時～、23時～

えんしんネット
（地上デジタル11ch）
※議会ホームページ
　でも視聴可能です。

問議会事務局
 ５２−３５１２

放送日および議員名（敬称略）
■１月４日(金)　本林宗興議員
■１月５日(土)　藤本ゆうき議員
■１月６日(日)　梅田修作議員
■１月７日(月)　田渕千洋議員
■１月８日(火)　中山竹信議員
■１月９日(水)　竹内俊弘議員
■１月10日(木)　小原潤一議員
■１月11日(金)　井口まさのり議員
■１月12日(土)　橋本正行議員
■１月13日(日)　大政正明議員

「水の事故ゼロ運動」標語募集
水の事故ゼロを目指すため、「水の事故の安全活動」
などについての標語を募集します。
募集対象 小学生　　募集期間 １月31日（木）まで
応募方法 はがき（郵送）・ファックス・インターネット

（http://www.mizu0.jp/）※何作品でも応募できま
す（ただし、１枚の応募用紙に１点）。
応募先 〒105-8480 東京都港区虎ノ門３‒４‒10 虎ノ
門35森ビル９階ウォーターセーフティーニッポン事務局

０３−６４０２−５３１５
問スポーツセンター ５２−４４３３

募 集
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Information

　麻しん風しん混合ワクチン（２・３・４期）、二種混合ワクチンの接種期間は、平成25年３月31日ま
でです（二種混合ワクチンは13歳未満まで可能）。接種期間を過ぎた場合は、全額自己負担となりますの
で、冬休み中に接種を受けましょう。通知書・予診票を紛失した方や転入などで通知書を持っていない方
は、保健センターまで連絡してください。

　エイズはヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）の感染によって、免疫機能が破壊されていく病気です。
平成23年には日本で1,056人の新規ＨＩＶ感染者が報告されており、新規エイズ患者は473人と過去
最多でした。　
　ＨＩＶは性行為以外の社会生活の中で感染することはほとんどありません。しかし感染した場
合は、数週間以内にかぜ症状がでることがあります。その後、自覚症状のない期間が10年以上続
き、さらに進行すると免疫力が低下し、免疫により抑えられる病気（日和見感染症）を発症します。
　医療の進歩によって、早期に治療を始めればエイズの発症を遅らせることや、定期的な通院でコ
ントロールすることが可能であり、決して「不治の病」ではありません。ＨＩＶの感染を確認する
ためには血液検査を受ける必要があります。感染が疑われる場合は早期に検査を受けることが重要
です。赤穂健康福祉事務所では、毎月第１・３水曜日（13：20～）に予約制のＨＩＶ検査（無料・匿
名）を実施しています。

問赤穂健康福祉事務所 地域保健課 ４３－２３２１

予防接種はもう受けましたか？

エイズについて正しい知識を持ちましょう
１２月１日は「世界エイズデー」です

「ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン」「子宮頸がん予防ワクチン」の助成が今年度で
終了する可能性があります。接種を希望される方は、早めに接種を開始してください。

お知らせ

問保健センター ５２−２１８８

２期：平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ（５歳児）
３期：平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ（中学１年生）
４期：平成６年４月２日～平成 ７年４月１日生まれ（高校３年生相当）
※１期（１歳～２歳未満）対象者は、１歳の誕生日がきたらすぐに接種しましょう。
　２歳になると、全額自己負担となります。

麻しん風しん
混合ワクチン
予防接種対象者

（1）１期対象者　３歳～４歳
（2） 平成15年４月２日～平成17年４月１日生まれ（小学２～３年生）
※母子健康手帳を確認し、日本脳炎の第１期接種が不足している場合は接種を
　受けましょう。

日本脳炎
予防接種対象者

平成12年４月２日〜平成13年４月１日生まれ
（小学６年生）

二種混合ワクチン
予防接種対象者

（破傷風・ジフテリア）
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だより

『上郡町史』全４巻（一冊 5,000 円）を発売中です。
第一・二巻が本文編、第三・四巻が史料編です。　

上郡町史の
舞台をめぐる

『上郡町史』の舞台となった町内ゆかりの地を紹介します

その９ 赤松円心、挙兵す

問 社会教育課 文化財係 ５２-２９１２

元弘３年（1333）、大
おおとうのみや

塔宮護
もりよし

良親王の令旨を受け、赤松円心は鎌倉幕府打倒の兵を挙げました。
円心が挙兵した苔縄城跡は、苔縄集落の裏山に築かれたといわれ、現在は山頂の愛宕神社周辺に

小さな平坦地が残されています。円心の本拠・佐用荘は、現在の佐用町と宍粟市、上郡町の一部にまた
がる広大な荘園でした。苔縄城はその南端に位置し、南に
中世の山陽道が東西に横切るのを遠望できる要衝の地です。
　円心が募った諸国の兵は、苔縄城の南方約4㌔、山陽道の
拠点集落「山里宿」に集まったことが史料から分かります。
まず苔縄城・山里宿を拠点とし、次いで西の飯坂を越えて
「梨原宿」を結ぶ山陽道沿いの一帯に布陣。赤松勢はそこ
から船坂峠を目指し、備前側の「三石ノ宿」に集まった幕
府勢と峠の辺りの「舟坂山」で合戦に及びました。
　次に赤松勢が攻めた高田兵庫助とは、「高田郷」や「高田
宿」に勢力を張る有力武士といわれ、高田地区の北部・奥
の山上に残る高田城跡は、赤松勢に攻め落とされたと伝え
られています。 ↑町史全巻（赤松円心の活躍ぶりや、その関連

資料は第一・三巻に詳しく記されています）

野菜を食べましょう

Q　一人あたり１日に摂りたい野菜の量は？
A　緑黄色野菜（120g）と淡色野菜（230g）
合わせて350gです。１皿70g（ほうれん草の
お浸し１皿程度）が目安で、３回の食事で合
計５皿を摂取しましょう。

Q　野菜を多く食べられるメニューは？
A　きんぴらごぼうやナムルなど（野菜の作
り置き）、サラダ（生でおいしく食べられる
野菜メニュー）、野菜の付け合わせ、けんち
ん汁や豚汁など（具だくさんの汁）、果物を
プラスした野菜ミックスジュースです。

Q　野菜をおいしく食べる調理方法は？
A  野菜を茹でるとかさが減り、生野菜の数
倍の量を食べられます。また、緑黄色野菜は
油で炒めると、カロテンが油に溶けて効果的
に吸収されます。

Q　市販の野菜ジュースは野菜の代わりにな
るの？
A　野菜ジュースは野菜の代わりにはなりま
せん。野菜が摂りにくい場合に食生活をサ
ポートするものとして利用しましょう。

　大根や白菜、ほうれん草など冬野菜のおいしい季節です。ビタミン・ミネラルなどの
栄養素を豊富に含んだ野菜を取り入れた食事で、健康の維持・増進を心掛けましょう。
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KAMIGORI INFORMATION & NEWS
まちのお知らせと情報
インフォメーション＆ニュース

みんなで楽しく
健康づくり

リコーダーの音色を
はりまに響かせよう

来場者はおもてなしに
大満足

「東備西播ともりんく」が
オープンしました

11月４日、保健センターで健康福祉ま
つりが開催されました。自身の健康

を見直そうと多くの人が、「健康チェック
コーナー」や「お口の相談コーナー」など
のブースに訪れていました。また、会場に
は模擬店がずらりと並び、焼きそばなどを
買い求める人でにぎわいました。
　「赤ちゃんハイハイ・ヨチヨチ競争」で
は幼児たちが愛らしい姿でゴールを目指
し、観
客から
歓声が
上がっ
ていま
した。

町商工会員が日ごろのご愛顧に感謝し、
来場者をもてなすというテーマのも

と、11 月 11 日、役場駐車場で商工まつり
が開催されました。当日はあいにくの雨で
したが、会員それぞれが特色を活かした模
擬店を出店し、親子連れなどでにぎわって
いました。
　ステージでは、上郡高校の生徒が和太鼓
や吹奏楽を演奏したり、赤松一族のよろい
かぶとの披露があったりして観客を楽しま
せていました。

東備西播定住自立圏構想推進事業の民
間イベントとして「はりまリコーダー

フェスティバル
in 赤穂」を開催
します。近隣市
町のグループに
よるリコーダー
演奏や小学生に
よる合唱などが
あり、会場に美しい音色が響きます。
■日時　１月20日（日）13時〜（開場12時30分）
■場所　赤穂市文化会館
■料金　前売り1,000円、当日1,500円
■出演　スーパーリコーダーカルテット
（大阪）、上郡リコーダークラブ、赤穂市
児童合唱団など

赤穂市・備前市・上郡町の地域情報を配
信する地域ポータルサイト「東備西播

ともりんく」が開設されました。同サイトは、
東備西播定住自立圏形成推進協議会と民間
企業「フューチャーリンクネットワーク」「ジェ
ニオ」が官民協働で運営しています。
　圏域のお店・イベント・市民活動などの民
間情報と、市町が発信する行政情報などを一
元的に配信する機能や、アカウントを取得す
ることでユーザー同士が情報発信・交換がで
きる SNS 機能などを用意しています。ぜひ、
ご利用ください。
■東備西播ともりんく http://tobiseiban.mypl.net/
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お知ら
せ

第27回健康福祉まつり

はりまリコーダーフェスティバル

第23回商工まつり

東備西播定住自立圏地域ポータルサイト

保健センタ－ ５２－２１８８

オフィス・ドルチェ ５２－５１６５

上郡町商工会 ５２－３７１０

総務課 広報情報係 ５２－１１１１
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INFO.NEWS

10月26日、山野里幼稚園の年長児42人
が山野里地区の旬彩蔵横「JA兵庫西

ふれあい農園」でサツマイモ掘りを行いま
した。同農園でサツマイモ掘りをするのは
今回が初めて。園児たちは期待に胸を膨ら
ませながら、イモを傷つけないよう慎重に
スコップを使って掘り出していました。
　「大きなイモがたくさんつながって出て
きたー！」と声を上げながら、みんな大喜
びで楽
しんで
いまし
た。

大きなイモがとれて
びっくりしたよ！

クリスマスは親子で
人形劇を鑑賞しよう

「ふれあいばたけ」で
交流を深める

「まんが・アニメ」
イラスト・造形コンクール

クリスマス劇場として、劇団カッパ座
の人形劇「おむすびころりん＆森の

なかまと歌おう＆はだかの王
様」を上演します。
■日時　12月23日（日）14時～
（開場13時30分）

■場所　生涯学習支援センター 大ホール 
■料金  【全席自由席】前売り券は子ども
（３歳以上） 800円、大人（高校生以上） 
1,000円、親子ペア 1,500円

※当日券は200円アップ、親子ペアは400円
アップ。３歳未満でも座席が必要な場合
は有料。

☆前売り券は下記施設にて販売中！
　生涯学習支援センター、各地区公民館、
　スポーツセンター、役場社会教育課

今年の夏に行われた高田幼稚園の耐震
補強改修工事に伴い、園内の畑が新

しく生まれ変わりました。この畑を「ふれ
あいばたけ」と名付け、園児と職員がホウ
レンソウや大根などを栽培しています。
　11 月 21 日、園児 23 人と祖父母６人がふ
れあいながらイチゴの苗約 180 株を植えま
した。収穫は来年の５月ごろとなり、年長
児たちは「小学生になっても幼稚園に帰っ
てきて収穫するのが楽しみだから、大切に
育てた
い」と
話して
いまし
た。

まんがやアニメの
キャラクターを

描いた作品、空想上
の世界を描いたイラス
トや造形などを募集
します。詳しくは生涯
学習支援センターと各
地区公民館にある募
集チラシをご覧くださ
い。皆さんの応募お
待ちしています。
■作品搬入　１月18日（金）～ 20日（日）
■展示期間　１月31日（木）～ ２月３日（日）
■会場　生涯学習支援センター　中ホール
※入賞作品は２月７日（木）～13日（水）まで、
　ロビーに展示します。
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募　集

山野里幼稚園のサツマイモ掘り体験

劇団カッパ座の人形劇

園内の畑にイチゴを植えました

あなたの力作をお待ちしています

山野里幼稚園 ５２－１２００

生涯学習支援センター ５２－１１２５

高田幼稚園 ５２－２０６８

生涯学習支援センター ５２－１１２５
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議会事務局� 52-3512
企画財政課� 52-1112
総務課（代表）� 52-1111
税務課� 52-1113
住民課� 52-1115
・クリーンセンター� 52-0096
健康福祉課・地域包括支援センター
� 52-1114
・障害者支援センター� 57-2233
・訪問看護ステーション
� 52-2400
・子育て学習センター� 52-1067
・保健センター� 52-2188
保険課� 52-1152
産業振興課� 52-1116
・観光案内所� 52-6959
農業委員会� 52-1116
建設課� 52-1117
上下水道課［與井380番地］
・上水道係� 52-0097
・下水道係� 52-1119
会計課� 52-1120
〔教育委員会〕
学校教育課� 52-2911
社会教育課� 52-2912
・生涯学習支援センター
� 52-1125
・つばき会館� 52-1125
・青少年育成センター� 52-5500
・郷土資料館� 52-3737
・スポーツセンター� 52-4433
社会福祉協議会� 52-2910

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番０７９１）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください
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必
須
）①
西
播
磨
地

域
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
②
平
成

25
年
３
月
大
学
等
卒
業
見
込
者
、
39

歳
以
下
若
年
者
の
採
用
計
画
が
あ
る

企
業
③
平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業

見
込
者
向
け
に
企
業
研
究
で
広
報
活

動
し
た
い
企
業

 

申
込
期
限 

１
月
15
日（
火
）

問

た
つ
の
市 

商
工
観
光
課

０
７
９
１・
６
４・
３
１
５
６

　

平
成
24
年
９
月
30
日
に
執
行
し
た
上

郡
町
議
会
議
員
選
挙
の
公
職
の
候
補
者

の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

問
上
郡
町
選
挙
管
理
委
員
会５

２・
１
１
１
１

選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告

2

広 告
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採
用
職
種
と
人
員 

社
会
福
祉
士　
１
人

保
健
師　

１
人

 

応
募
資
格 
社
会
福
祉
士
は
実
務
経
験

３
年
以
上
で
、
昭
和
48
年
４
月
２
日
以

降
の
生
ま
れ
の
者
。
保
健
師
は
保
健
師

資
格
を
有
す
る
者（
卒
業
見
込
含
む
）。

 

試
験
日 

２
月
１
日（
金
）13
時
30
分
～

 

申
込
期
間 

１
月
25
日（
金
）ま
で

（
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

 

申
込
方
法 

申
込
書
は
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。
郵
便
で
申
込
書
を
請
求
す
る

場
合
は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
判
）を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
に
よ
る
提
出
は
不
可
）。

問
総
務
課 

総
務
防
災
係

５
２・
１
１
１
１

　

工
業
統
計
調
査
は
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

重
要
な
調
査
で
、
結
果
は
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
従
業
者
４
人
以

上
の
製
造
事
業
所
が
対
象
で
、
調
査
時

点
は
平
成
24
年
12
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

臨
時
職
員
の
募
集

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係５

２・
１
１
１
２

　

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
を
忘
れ
ず
に
語
り

継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
行
事
「
１
・
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ

ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
３
」
を
実
施
し

ま
す
。
コ
ー
ス
な
ど
は
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
開
催
日 

１
月
17
日（
木
）

問
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議

事
務
局　

０
７
８・
３
６
２・
９
９
８
４

　

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
支
え
る
住
宅

系
・
金
属
系
・
機
械
系
の
専
科
６
コ
ー

ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク

も
の
づ
く
り
大
学
校　
入
校
生
募
集

ス
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
生
を
募
集

し
ま
す
。

 

対
象 

高
等
学
校
等
新
規
学
卒
者
、
18

歳
以
上
の
求
職
者

 

訓
練
期
間 

平
成
25
年
４
月
～（
１
年
間
）

 

授
業
料 

無
料（
別
途
諸
経
費
が
必
要
）

 

試
験
日 

２
月
22
日（
金
）

 

受
付
期
間 

２
月
１
日（
金
）～
20
日（
水
） 

 

見
学
説
明
会 

１
月
31
日（
木
）

13
時
30
分
～
※
事
前
申
込
が
必
要
。 

問
兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学

０
７
９・
２
４
０・
７
０
７
７

　

12
月
27
日（
木
）～
31
日（
月
）の
５
日

間
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

消
防
団
が
年
末
に
お
け
る
夜
警
を
行
い

ま
す
。
29
日（
土
）に
は
町
長
、
消
防
団

長
な
ど
も
巡
視
に
回
り
ま
す
。

年
末
年
始
は
火
の
用
心

■
平
成
25
年　

消
防
出
初
式

 

日
時 

１
月
13
日（
日
）９
時
30
分
～

 

場
所 

役
場
駐
車
場

 

内
容 

式
典
、
一
斉
カ
ラ
ー
放
水

問
住
民
課 

生
活
消
防
係

５
２・
１
１
１
５

　

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

 

日
時 

１
月
15
日（
火
）

①
13
時
30
分
～
②
14
時
30
分
～
③
15
時

30
分
～（
予
約
制
）

 

場
所 

つ
ば
き
会
館
２
階　

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム

問

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係

５
２・
１
１
１
６

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

個
別
相
談

次のとおり年末年始は休館となります。
■町民図書室
12月28日（金）～１月３日（木）
■スポーツセンター
12月28日（金）～１月４日（金）
■観光案内所
12月27日（木）～１月４日（金）

休館のお知らせ

平成25年 成人のつどい

 日時 １月14日（月・祝）10時30分～
	 （受付10時～）
 場所 生涯学習支援センター
 日程 10時30分
	 アトラクション・式典
	 11時30分　記念写真
 対象  平成４年４月２日～平成５

年４月１日の間に生まれた方
（住民登録のない方でも町
出身の方は参加可能）

問生涯学習支援センター 
　 ５２－１１２５

↓
前
回
の
様
子
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咲
く
も
咲
か
ぬ
も
花
嫁
修
業
 

阿
川
佐
和
子

未
完
の
贈
り
物
 

倉
本
美
香

拉
致
と
決
断
 

蓮
池
　
薫

12
月
25
日
の
怪
物
 

髙
橋
大
輔

わ
が
友
の
旅
立
ち
の
日
に
 
安
野
光
雅

萩
殺
人
事
件
 

内
田
康
夫

禁
断
の
魔
術
 

東
野
圭
吾

月
の
輪
草
子
 

瀬
戸
内
寂
聴

華
氏
４
５
１
度
 
Ｒ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ

64
（
ロ
ク
ヨ
ン
）
 

横
山
秀
夫

立
体
切
り
紙 

か
わ
い
い
小
物大

原
ま
ゆ
み

お
菓
子
デ
コ
★
リ
ア
ル
 
山
田
け
い

着
物
リ
メ
イ
ク
 

佐
々
木
節
子

デ
ト
ッ
ク
ス
・
フ
ル
ー
ツ
事
典

庄
司
い
ず
み

い
ち
ば
ん
楽
し
い
水
族
館
の
歩
き
方

辰
巳
出
版

元
素
と
周
期
表
が
7
時
間
で
わ
か
る
本

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

60
歳
か
ら
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
入
門

二
村
祐
輔

老
い
か
た
レ
ッ
ス
ン
 

渡
辺
淳
一

中
国
人
に
は
、ご〝
用
心
〞！
 
孔 

健

ぼ
く
ら
が
出
合
っ
た
戦
争
 
石
子 

順

図
書
案
内

新着

【
女
子
５
年
生
】▼
②
竹
平
妃
織
・
平
岡
琴

恵
ペ
ア

【
男
子
５
年
生
以
上
】①
福
島
希
真
・
八
十

川
侃
士
ペ
ア
②
前
川
友
輝
・
白
井
友
樹
ペ

ア
③
宮
下
敬
也
・
三
木
陽
成
多
ペ
ア

【
小
学
１
･
２
年
生
】①
寺
尾
凪
生
②
星
尾

和
希
③
塚
本
大
賀【
小
学
３
･
４
年
生
】①

杉
本
陸
②
山
本
凱
生
③
有
政
佑
真【
小
学

５
･
６
年
生
】①
秋
葉
直
樹
②
上
岡
達
也

③
岸
本
悠
希

【
低
学
年
】①
中
村
彪
我
②
右
手
洸
誠

【
高
学
年
】①
小
林
祐
弥
②
天
野
龍
一
朗

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
】①
上
郡
女
子
②
高
田

男
子【
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
優
勝
者
】▼
小
林
鷹

（
小
学
２
年
生
）▼
東
川
篤
志（
小
学
３
年

生
）▼
中
村
彪
我（
小
学
４
年
生
）▼
兼
光

隼
士（
小
学
５
年
生
）▼
北
川
和
希（
小
学

６
年
生
男
子
）▼
森
千
尋（
小
学
６
年
生
女

子
）▼
西
村
聡
次
郎（
一
般
男
子
）▼
小
林

賀
津
子（
一
般
女
子
）▼
安
西
慎（
Ｕ
︲
15
）

▼
高
野
光
晴（
Ｏ
︲
36
）

第
11
回
シ
ョ
ー
ワ
カ
ッ
プ
小
学
生
し
ま
な
み

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
　
　
　
10
月
６
・
７
日

第
35
回
備
前
市
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
７
日

第
36
回
町
民
柔
道
大
会　

　
　
　
　
　
10
月
７
日

少
年
剣
道
大
会

10
月
８
日

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
10
月
８
日

【
男
子
】⑤
高
田
錬
・
白
井
友
樹
ペ
ア

⑥
福
島
希
真
・
八
十
川
侃
士
ペ
ア

【
女
子
】②
中
野
舞
・
平
岡
琴
恵
ペ
ア

【
中
学
生
男
子
】①
中
山
充
葵
・
村
上
龍
司

ペ
ア
②
橋
本
祐
汰
・
谷
口
裕
哉
ペ
ア
③
前

川
純
也
・
古
谷
仁
ペ
ア
③
中
山
功
貴
・
橋

本
政
樹
ペ
ア【
中
学
生
女
子
】①
本
城
琴

都
・
山
名
美
潮
ペ
ア
②
上
通
ひ
な
た
・
長

濵
唯
ペ
ア
③
森
口
美
咲
・
藤
井
瑞
紀
ペ
ア

③
赤
井
恵
里
那
・
矢
野
菜
々
子
ペ
ア

①
大
枝
Ａ
チ
ー
ム（
山
本
義
男
、
津
村

豊
、
西
村
徳
治
）②
高
田
Ｅ
チ
ー
ム（
井
本

三
江
、
中
川
ま
さ
子
、
北
川
英
子
）③
高

田
Ａ
チ
ー
ム（
大
国
博
喜
、
西
山
正
幸
、

形
木
原
光
明
）④
船
坂
Ｅ
チ
ー
ム（
武
本
武

弘
、
身
野
宏
樹
、
小
寺
和
也
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
Ⅰ
部
】①
福
島
希
真
・
高
田
錬

ペ
ア
②
近
藤
優
佳
・
竹
平
妃
織
ペ
ア
③
中

野
舞
・
平
岡
琴
恵
ペ
ア
③
前
川
友
輝
・
大

崎
佑
真
ペ
ア【
ジ
ュ
ニ
ア
Ⅱ
部
】①
橋
本
祥

汰
・
上
通
弘
夢
ペ
ア
②
山
本
果
奈
・
中
野

莉
子
ペ
ア
③
為
本
佳
奈
・
三
浦
孝
太
郎
ペ

ア
③
高
見
洋
輔
・
芳
賀
誠
志
ペ
ア

第
16
回
兵
庫
県
小
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

西
日
本
・
近
畿
イ
ン
ド
ア
大
会
予
選  

10
月
13
日

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
14
日

第
22
回
町
民
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

10
月
14
日

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
20
日

①
上
郡
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

②
千
種
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ

①
鞍
居
Ｂ
チ
ー
ム
②
高
嶺
会
チ
ー
ム

③
栗
別
チ
ー
ム

〔
区
分　

45
～
49
歳
＝
Ａ
、
50
～
54
歳
＝

Ｂ
、
55
～
59
歳
＝
Ｃ
、
70
～
74
歳
＝
Ｄ

新
＝
大
会
新
記
録
〕

【
男
子
】▼
25
Ｍ
背
泳
ぎ
Ａ
②
六
角
勉
▼
同

Ｂ
①
西
山
和
典
▼
同
Ｃ
②
高
橋
勲

【
女
子
】▼
25
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｄ
①
永
井
勝
代
▼

50
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｄ
①
永
井
勝
代
▼
1
0
0
Ｍ

背
泳
ぎ
Ｄ
①
新
永
井
勝
代

①
兵
庫
ヤ
ン
キ
ー
ス
②
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｏ
ガ
ン
バ

【
団
体
戦
】①
卓
球
教
室
Ａ
②
う
さ
ぎ
③
卓

球
教
室
Ｂ
、
ド
リ
ー
ム【
男
子
シ
ン
グ
ル
】

①
西
川
辰
男
②
丸
尾
行
希
③
泉
郁
夫
、
保

村
和
幸【
女
子
シ
ン
グ
ル
】①
高
松
順
子
②

久
須
と
き
子
③
松
本
元
子
、
小
河
多
津
子

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】①
高
松
・
竹
本
組
②
三

浦
・
西
川
組
③
小
河
・
泉
組
、
松
本
・
丸

尾
組

第
４
回
会
長
杯
争
奪
学
童
軟
式
野
球
大
会

10
月
20
・
21
日

赤
穂
郡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
37
回
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
24
日

第
14
回
コ
ス
モ
ス
杯
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
28
日

第
10
回
会
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
　
　
　

11
月
４
日

第
47
回
町
民
卓
球
大
会

11
月
11
日
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12月
14 金 	ヨガ教室Ｂ（ルーシーダットン）19:30～

15 土 	高齢者大学開講日10：00～
 親子ふしぎ体験隊18：30～

16 日
 黒田内科クリニック（ 52-0235）9：00～17：00

	西日本野球大会、町民大会少林寺拳法演武会
　 9：00～
	おはなし会10：00～

17 月
	すくすく教室9：30～
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00
	こども相談（心理）13：30～

18 火 	法律相談（予約制）13：20～16：00

19 水

	行政相談10:00～12:00
	すこやか子育て教室（クリスマスコンサート）10:00～
	エイズ・肝炎相談（予約制）13:20～15:00
	ハローワーク移動雇用相談（予約制）１３：3０～１6：００
	こども相談（言語）13:30～
	若者の心と体の相談（予約制）１３:３０～１５:３０
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

20 木
	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	ハーモニカ教室（中級）10：00～
	身体障がい者相談13：00～16：00
	ハーモニカ教室（初級）13：00～

21 金
	農地相談9：00～12：00
すこやか子育て教室（2歳児）10：00～
	農業委員会定例会13：30～
	ヨガ教室Ｂ（ルーシーダットン）19:30～

22 土 	少年野球大会9：00～

23 日
 岡田整形外科（☎52-5600）9：00～17：00

	中学校新人バスケットボール大会9：00～
	クリスマス劇場14：00～

24 月  三浦医院（☎52-0045）9：00～17：00
	中学校新人バスケットボール大会9：00～

25 火 	ヨガ教室A（ルーシーダットン）19：30～

26 水
27 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00

28 金
29 土
30 日  大岩診療所（☎５２-５０００）9：00～17：00

31 月  半田産婦人科医院（☎52-1000）9：00～17：00

1214 120
相談・健康・
スポーツ・生活
相談・健康・
スポーツ・生活

1月
1 火  河原クリニック（☎57-2167）9：00～17：00

2 水  苔縄医院（☎52-5611）9：00～17：00

3 木  高田診療所（☎52-1052）9：00～17：00

4 金
5 土 	四季の園芸花づくり教室10：00～

6 日  森医院（☎52-0711）9：00～17：00

7 月
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00
	こころのケア相談（予約制）13：30～14：30
	こども相談（心理）13：30～

8 火
	すこやか子育て教室（３歳児）10：00～
	押し花とガラスエッチング教室13：30～
	ヨガ教室Ａ（ルーシーダットン）19：30～

9 水
	家庭児童相談9：00～15：00
	４ヵ月児健診（Ｈ２４．９月生）、
　 １０ヵ月児健診（H２４．２・３月生）１２：３０～

10 木
	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	高齢者大学開講日10：00～
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

11 金 	すこやか子育て教室（2歳児）10：00～
	ヨガ教室Ｂ（ルーシーダットン）19：30～

12 土 	みんなの歴史講座10:00～

13 日
 黒田内科クリニック☎52-0235

	小学生駅伝大会9：00～
	おはなし会10：00～

14 月  菅原病院（☎52-6369）9：00～17：00
	成人のつどい10：00～

15 火
	すこやか子育て教室（３歳児）10：00～
	若者ニート・ひきこもり相談(☎５２-１１１６）13：30～
	法律相談（予約制）13：20～16：00

16 水
	エイズ・肝炎相談（予約制）１３：２０～１５：００
	ハローワーク移動雇用相談（予約制）１３：3０～１6：００
	こども相談（言語）13：30～
	若者の心と体の相談（予約制）１３：３０～１５：３０
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

17 木 	すこやか子育て教室（0・１歳児）10：00～
	身体障がい者相談13：00～16：00

18 金 	すこやか子育て教室（2歳児）10：00～

19 土 	高齢者大学開講日10：00～

20 日  岡田整形外科（☎52-5600）9：00～17：00
	おはなし会10：00～
※日程・場所などは、変更になる場合があります。

	 役場 52-1111（代表）
	保健センター 52-2188
	 子育て学習センター 52-1067
	 生涯学習支援センター 52-1125
	 つばき会館 52-1125
	 スポーツセンター 52-4433
	 青少年育成センター 52-5500
	 赤穂健康福祉事務所 43-2321
	 社会福祉協議会 52-2910
	 心配ごと（なんでも）相談 080-1936-1067
� （専用電話当日のみ可）

場所・お問い合わせ

■日時　1月16日(水)、  2月20日(水)
　　　　13時30分～16時
■定員　5人
■場所　役場第２庁舎2階　小会議室
問 産業振興課 商工観光係 ５２－１１１６

ハローワーク移動雇用相談（予約制）

みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

23 December 2012



平
成
24年

12月
号

平
成
24年

12月
14日
 発
行

二人の笑顔が
大好きだよ！

お母さん（まゆさん）から一言

わんぱくわんぱく

今
月
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記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。
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行
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8,128人男性 8,627人女性

●世帯数 6,508世帯（＋4）
●人口 16,755人（－22）

11月末現在 （　）内は前月比・11月届出分
人口のうごき

出生
死亡

6人
21人

転入
転出

14人
21人

産業振興課 商工観光係　５２－１１１６問

町観光協会では、上郡駅前を鮮やかに彩る駅前イルミ
ネーションを今年も実施します。町の玄関口で約２万
球の電球が年末年始の帰省客などを出迎えます。いつ
もとは違う、幻想的な光に包まれた駅前をお楽しみく
ださい。

お
な
ま
え

釜
島

皓
清
く
ん
（
３
歳
）

た
け  

き
よ

こ
う  

せ
い

雄
清
く
ん
（
１
歳
）

■点灯期間　12月15日（土）～1月4日（金）

■点灯時間　18時～21時30分

■場　　所　上郡駅前
オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

December
201212No.517

主な内容
P2
町の財政事情レポート
P13
年末年始のゴミ収集
P18
インフォメーション＆ニュース

浪漫街道夢フェスタでのよさこい踊り

（関連記事11㌻）

ココロ
オドル

20May 2012

気
温
が
グ
ッ
と
下
が
り
、
朝
晩
は
厳

し
い
冷
え
込
み
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
暑

い
日
と
寒
い
日
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
と

聞
か
れ
れ
ば
、「
暑
い
日
！
」
と
す
ぐ
さ

ま
答
え
て
し
ま
う
ほ
ど
冬
に
弱
い
私
で
す

が
、
こ
の
時
期
に
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
が
温
か
い
食
べ
物
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
に
お
で
ん
、
お
鍋
…
そ
し
て
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
“
う
ど
ん
”。

特
に
取
材
先
で
い
た
だ
く
「
円
心
モ
ロ
ど

ん
」
が
、
心
と
体
に
染
み
わ
た
り
ま
す
。

い
つ
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
モ
ロ
ど
ん
を
振

る
舞
っ
て
く
だ
さ
る
観
光
案
内
所
の
方
に

感
謝
し
な
が
ら
、
今
日
も
麺
を
す
す
り
ま

す
。
… 

“
年
越
し
そ
ば
”
な
ら
ぬ
“
年
越

し
モ
ロ
ど
ん
”
と
い
う
上
郡
な
ら
で
は
の

風
習
が
あ
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
目
指
せ
、
上
郡
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
良
い
お
年
を
！
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